
＜処理フローシート＞ 流量計の種類（電磁流量計     ） = 流⼊⽔、放流⽔、採取位置（場内返流⽔との関係を明記）

1.38%
流 量 計

S 採 水 器 場内利⽤

（数値は⽇量データ）

場内利⽤
S S S

場外利⽤

第１沈砂池 第１ポンプ場 S S S
S

豊中幹線
111,386m3

S
S

左岸幹線 第２沈砂池 第２ポンプ場
37,129m3

7,628m3 S S

S
右岸第１幹線 24,942m3 S S

74,258m3
場内利⽤

S 第３沈砂池 第３ポンプ場
右岸第２幹線 場外利⽤

86,634m3 （クリーンランド）

80m3/h*4・40m3/h*1

2.12% 485kg-ds/h *3
8.26%

原田 水みらいセンター
位置

排ガス処理 大気放出

消化槽 貯留槽 薬注設備 ベルトプレス 焼却炉 搬 出= 419m3 = 479m3 37.2 t 1.6 t

471m3 高分子 3.0m*2 50t/d*1 （湿灰）
= 234m3 706m3

機械濃縮機 しさ分離機

濃縮槽
=884m3 2,119m3

804m3 砂ろ過設備

50m3/h*2 10,907m3 3,771m3
貯留槽 オートストレーナ

236m3

10
,90

7m
3

351m3
=

しさ分離機

5m3
30,808m3 9,866m3 Q水くん

32,496m3

=
１系⽔処理
最初沈殿池 = 反応タンク

40,674m3

113,378m3
=

２系⽔処理
最初沈殿池 = 反応タンク

２系
最終沈殿池102,567m3

１系
最終沈殿池 19,550m3

77,743m3 5,007m3
80,882m3 78,449m3 親水設備 新豊島川

１･２系
分配槽 0m

324,118m3

猪名川1,278m3 6,010m3
4,732m3227,321m3 85,404m3

=
=1,596m3 837m3 301,933m3

塩 素
混和池 =

３系
最終沈殿池

急速ろ過
池施設

196,989m3

228,599m3 218,985m3 304,389m3

1・2系場内返送水 ３ 系
分配槽 =

３系⽔処理
最初沈殿池 = 反応タンク

1,9
16

m
3

307m3 クリーンランド
送水設備

159m3
貯留槽

351m3

３系場内返送水 = 3,604m3 = 19,921m3
しさ分離機 濃縮槽

= 機械濃縮機 しさ分離機
排ガス処理 大気放出

658m3 = = 695m3 4.6 t

641m3 高分子 110t/d*1 （湿灰）
ポリ鉄

消化槽 貯留槽 薬注設備 スクリュープレス 焼却炉 搬 出

=
=

=

=



（ ） （ ）

摂津ポンプ場直送量

％

1,200m3×2基

％

ベルト  80m3/h×２台

遠心 100m3/h×1台 ％

％

8,812 m3/日

138,861 m3/日

雨水 合流系汚水ポンプ揚水量 河川

沈砂池 150,302 m3/日 34,785 m3/日

最終 希釈水

沈砂池 沈澱池 沈澱池 高級処理水量
分流井

合流汚水
分配槽 プリエア

最初
曝気槽

Ａ－Ⅱ－４～６系
1,964 m3/日 7,236 m3/日

重力濃縮槽

放流水路 175,358

56,302 m3/日

次亜塩

m3/日 4.4 ×４台 ３号炉 休止中 ｔ/年

簡易放流系

1,044 m3/日 塩素混和池

次亜塩注入量 (kg/年) 注入設備

簡易 210,963

砂ろ過 746,232

４号炉 休止中 169 m3/日

m3/日 1,287 287 m3/日 3m×150kg-ds/m/h

1,287 貯留槽 濃縮機 汚泥貯留槽 脱水機 溶融炉

２号炉 4,373 ｔ/年

75.2 210 ｔ/年
Q水くん

余剰汚泥 ﾍﾞﾙﾄ・遠心 濃縮余剰 ﾍﾞﾙﾄﾌﾟﾚｽ ｺｰｸｽﾍﾞｯﾄ 焼却量

3.6 7,423 m3/日 砂ろ過系

14,805 ｔ/年 スラグ 塩素混和池

流動床炉 1,221 ｔ/年 摂津市ガランド水路

ｔ/年 905kg-DS/H×2台 １号炉 28,964 ｔ/年 29,820 m3/日

m3/日 m3/日 茨木市島地区修景

重力 混合濃縮 ｽｸﾘｭｳｰ 過給式 乾焼却灰

2,974 濃縮槽 468 汚泥貯留槽 ﾌﾟﾚｽ脱水機

  移送

208,392 m3/日

78.8 砂ろ過
浄水槽

場内

29,302 焼却量 設備 再利用

循環水の流れ

有効利用水の流れ

0 m3/日 採水箇所

1,010 m3/日 43,049 m3/日 ※通常は合流系に 計装位置

m3/日 混合汚泥の流れ

沈砂池 沈澱池 反応槽 沈澱池 灰・スラグの流れ

分流汚水
分配槽

最初 生物 最終 108,576

m3/日 余剰汚泥の流れ

高度処理水量 返送汚泥の流れ

流入水、放流水、採取位置（場内返流水との関係を明記）

水の流れ

28,028 m3/日 25,514 m3/日 生汚泥の流れ

中央 水みらいセンター

処理フローシート 流量計の種類 電磁流量計 位置

Ａ－Ⅱ－２～３系
分流系汚水ポンプ揚水量 89,771
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返送汚泥

余剰汚泥

生汚泥

循環水

余剰汚泥

生汚泥 返送汚泥

雨水放流 簡易放流水
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余剰汚泥

生汚泥

循環水

余剰汚泥

生汚泥

雨水放流 簡易放流水
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（ ） （ ）
UV,T-N,T-P計 稼働日数

A系 日
0 ｍ3/日 次亜塩素 B系 日

Kg/年 Ｄ系 日

Ａ系 高級処理水量 Ａ系放流量 E系 日
ｍ3/日 ｍ3/日 砂ろ過 日

ｍ3/日 ｍ3/日

ｍ3/日 次亜塩素
Kg/年

B系

高級処理水量 Ｂ系放流量 放流量
ｍ3/日 ｍ3/日 ｍ3/日 ｍ3/日

UV,T-N,T-P計

ｍ3/日 ｍ3/日

345m3×2基 （北汚泥処理濃縮、脱水設備停止中）

30m3/h×2台 15m3/h×2台
焼却灰処分（湿灰）

ｔ/年

スラグ
ｔ/年

395m3×2基 60m3/h×2台 ｍ3/日 ｔ/日 流動床炉 90ｔ/日：2基 4t/日×2基
100m3/h×1台 3m×130kg-ds/m/h×4台 灰 ｔ/日

UV,T-N,T-P計

ｍ3/日

B系送水 ｍ3/日 ｍ3/日

砂ろ過水
ｍ3/日

ｍ3/日

高級処理水量
Ｅ系 ｍ3/日

Ｅ系放流量
ｍ3/日 ｍ3/日

Ｄ・E系
次亜塩素

流速水位式 ｍ3/日 Kg/年

Ｄ系 ｍ3/日

高度処理水量 Ｄ系放流量
ｍ3/日 ｍ3/日

0
365

0 365

高槻 水みらいセンター
処理フローシート 流量計の種類 電磁流量計 位置

最終
沈殿池

塩素
混和池

631 0

流入水、放流水、採取位置（場内返流水との関係を明記）

北汚水
沈砂池

着水井
前曝気

槽
最初
沈殿池

曝気槽

0 0 365
365

着水井
前曝気

槽
最初
沈殿池

曝気槽
最終
沈殿池

993
3,493 32,673

0

147,329

15,538 617

129,844

塩素
混和池

1,353

1,480
45,728 45,742

重力
濃縮

遠心
濃縮

濃縮汚泥
貯留槽

遠心脱水
機

排ガス
処理設備

灰溶融設
備95 0.00

雨水
沈砂池

792
3.0

重力
濃縮

遠心
濃縮

濃縮汚泥
貯留槽

混合濃縮
汚泥槽

ベルトプレ
ス脱水機

焼却炉

68,932

15,025 284,582

89,715
最終
沈殿池

塩素
混和地

滞水池
246

479

急速
砂ろ過

南汚水
沈砂池

着水井 前曝気槽
最初
沈殿池

曝気槽

92,873

13,754 13,508

8,197

着水井
最初
沈殿池

生物
反応槽

最終
沈殿池

S S

S

＝

＝

＝

＝

＝

＝ ＝＝

＝ ＝

＝

＝

返送汚泥

沈殿処理

＝
引抜汚泥

余剰汚泥

沈殿処理

返送汚泥

余剰汚泥

引抜汚泥

＝ S ＝

＝

＝

＝

＝

＝ ＝

＝

＝

S

＝

＝

超音波流量

超音波流量

引抜汚泥

返送汚泥

余剰汚泥

番田井
路へ放

＝返送汚泥

＝

＝引抜汚泥

＝余剰汚泥

＝



（ 枠内参照 ）

※特定施設は水処理全て

流入
S

   ■  電磁式流量計
再利用水    ◆  超音波式流量計

   ★  せき流量計
返送汚泥    S  採水位置

余剰汚泥
  枚方市等取水

高分子 0.24% S 放流

放流水 115,230m3/日

71

t/日

    灰

2.2 t/日
21

t/日

     灰

・ 重力濃縮 ― 重力式濃縮タンク(φ７ｍ×３ｍH）－２基，重力式濃縮タンク(φ１４ｍ×４ｍH）－２基 0.8t/日
・ 機械濃縮 ― 遠心濃縮機(２０ｍ３/ｈ）－２台，    ベルト型濃縮機(４０ｍ３/ｈ)－３台 ※灰の量は湿灰

・ 脱水 ― 遠心脱水機(１５ｍ３/h）－１台， スクリュープレス脱水機(１８ｍ３/h）－３台 ※投入ケーキ、灰の量は稼働日では無く、年間日数で除した

・ 流動焼却炉 ― ９５ｔ/日－２基

渚 水みらいセンター

〈 処理フローシート 〉 流量計の種類 流入水、放流水、採取位置 S （場内返流水との関係を明記）

最終
沈殿池

砂ろ過

逆洗水 1,096 m3/日

130,028m3/日

113,793m3/日 121,673m3/日

紫外線
滅菌

4,991m3/日

どちらかに切替
57,572m3/日

2,434 m3/日 2,329 m3/日

塩素
混和池

安定池

機械濃縮機

沈砂池 分配槽
最初

沈殿池
生物

反応槽

726m3/日

重力濃縮

返流水貯留槽

高分子0.35%

9,544 m3/日 ポリ鉄 5.9%

石津中

継

１
系
流
動
炉

４
系
流
動
炉

空
気
予
熱
器

白
煙
防
止
熱
交
換
器

セ
ラ
ミ
ッ
ク
バ
グ

排
煙
処
理
塔

煙

突

空
気
予
熱
器

白
煙
防
止
熱
交
換
器

冷
却
塔

煙

突

排
煙
処
理
塔

バ
グ
フ
ィ
ル

排
煙
処
理
塔
排
水

排水

排水

ケ
ー
キ
貯
留

ダイオキシン類

特定施設（水質）

脱水機



（ 電磁流量計 ） 位置 〓 流入水、放流水、採取位置 S （場内返流水との関係を明記）

なわて水みらいセンター汚泥 731 m3/日
守口市汚泥 295 m3/日 60m

3
/時間 2台 四條畷市ケーキ 513 ｔ/年   （1.4t／日）

流入水 255,666 m3/日 〓 遠心濃縮機

S

雨水ポンプ 汚水ポンプ 重力濃縮槽 汚水ポンプ

50m
3
/時間 50m

3
/時間

3台 3台
Ｄ・Ｅ系 最初沈澱池 遠心濃縮機 汚泥混合槽 ベルト濃縮機 最初沈澱池 Ａ・Ｂ・Ｃ系

76,639

m3/日 高分子 高分子 m3/日
生物反応槽 ポリ鉄 〓 〓 PAC 生物反応槽

   簡易処理

〓 脱水機 10台 2台 脱水機 〓
       ﾍﾞﾙﾄﾌﾟﾚｽ        ｽｸﾘｭｰﾌﾟﾚｽ

最終沈澱池 最終沈澱池

130ｔ/日 130ｔ/日 100ｔ/日
砂濾過 1基 焼却炉 1基 焼却炉 焼却炉 1基 Ｓ

廃熱ボイラ 廃熱ボイラ 冷却塔
〓 〓 〓 砂濾過

〓
サイクロン 冷却塔 バグフィルタ

Ｓ
焼却灰

電気集塵機 バグフィルタ 排煙処理塔 ※ 〓 受水槽
《搬出処分》

雨水 排煙処理塔 排煙処理塔

焼却灰 焼却灰

《第一寝屋川》 《搬出処分》 《搬出処分》

154,933

14,999

8,415

鴻池 水みらいセンター

〈 処理フローシート 〉 流量計の種類

m3/日

簡易処理

22,410

※
m3/日

《第一寝屋川》 《第一寝屋川》

m3/日 次亜塩素混和池 場内利用

次亜塩素混和池

処理水 処理水

煙
突

煙
突

煙
突

煙
突

煙
突

煙
突

煙
突

煙
突

煙
突

煙
突

煙
突

煙
突



（ 電磁流量計 ） 流入水、放流水、採取位置 S （場内返流水との関係を明記）

流入水 30,817 m3/日 31,596 m3/日
S 〓 〓

〓

〓

〓
送泥量 732 m3/日

汚泥貯留槽

場内・場外利用 吐出槽 S
〓

《岡部川》
《鴻池水みらいセンター》

〓

なわて 水みらいセンター

〈 処理フローシート 〉 流量計の種類 位置 〓

汚水ポンプ 最初沈殿池 生物反応槽 最終沈殿池 砂濾過

〓 塩素混和池



（電磁流量計 ）

川俣 水みらいセンター

〈 処理フローシート 〉 流量計の種類 位置 ＝ S  流入水、放流水、採取位置 （場内返流水との関係を明記）

（ ）内数値 ：処理能力 ：ダイオキシン

沈砂池

遠心濃縮

(80m3/h×5基)

重力濃縮槽
(14mΦ×3基)

塩素混和池

塩素混和池

最終沈殿池

最終沈殿池

曝気槽

Ａ系
曝気槽

最初沈殿池

ベルトプレス

脱水機

初沈引抜汚泥

余剰汚泥

分
離

簡易処理

灰搬出

返送汚泥

返送汚泥

水処理施設

汚
泥
処
理
施

ＰＡＣ
高分子0.36%

(3m×150kg/mh×12台)

Ｓ

流動炉

(90t/日×3基)

159 t/日

スクリュープレス
脱水機(40m3/h 3基)

竜華水みらい
センターより

場
内
返
流

＝ ＝

＝＝

＝

＝＝

＝

＝

＝＝

＝

5,145m3/日

396 m3/日

3,516 m3/日

49,186 m3/日

57,671 m3/日

塩素混和池

急速ろ過

Ａ系

Ｂ系 Ｂ系

((18mΦ×1基)

排ガス処理

別紙参照

(600Φ×3台)

竜華水みらい
センターより

ガス洗浄水

＝
15.6 t/日

ベルトろ過濃縮

ろ液・洗浄水

2.5 %

（ ）内数値 ：処理能力 ：ダイオキシン類特定設

沈砂池

遠心濃縮
(80m3/h×3基)重力濃縮槽

(14mΦ×3基)

塩素混和池

最終沈殿池

最終沈殿池

曝気槽

Ａ系

曝気槽

最初沈殿池

ベルトプレス

脱水機

放流水

初沈引抜汚泥
分
離

簡易処理

灰搬出

廃液

返送汚泥

返送汚泥

水処理施設

汚
泥
処
理
施

マイクロストレーナー

砂ろ過機

再利用

機械濃縮汚泥

Ｓ

357,623 m3/日

灰搬出

295,491 m3/日

137 m3/日

601 m3/日

3,538 m3/日

4,543 m3/日

49,688m3/日

978 m3/日

(30m3/h 2基)

ろ液・洗浄水

ガス洗浄水

Ａ系

Ｂ系

Ⅰ・Ⅱ系

再利用

318,196 m3/日＝

＝

＝

318,196 m3/日

31,626m3/日

A系⇒B系
81 m3/日

1,208 m3/日

ベルトろ過濃縮
(80m3/h×1基)

ガス洗浄水

123m3/日

B系⇒A系
87 m3/日

別紙参照

0.8 t/日21 t/日114 m3/日

高分子 1.1 %
ＰＡＣ 3.7 %

(70t/日×1基)

流動炉

排ガス処理



川俣 水みらいセンター

ばいじん

煙
突

脱
硝
反
応
塔

高さ:40m
頂上口径:φ1.248

ばいじん

測定口

排出口No.1

測定口

川俣水みらいセンター汚泥処理-焼却系統図
灰

排ガス

排水A系汚泥処理

B系汚泥処理

流
動
炉

Ⅳ
系

灰ホッ
パー

５0m3×１基

場外搬出

ばいじん

バ
グ

フ
ィ
ル
タ

ー
ばいじん

水処理施設

測定口

サイクロン

流
動
空
気
予
熱
器

廃熱ボイラー

流
動
炉
Ⅰ
系

排
煙
処
理
塔

乾
式
電
気
集
塵
機

湿
式
電
気
集
塵
機

ばいじん

水処理施設

流
動
空
気
予
熱
器

流
動
炉
Ⅱ
系

排
ガ
ス
冷
却
塔

灰ホッ
パー

６０m3
×3基

ばいじん（乾灰）

加湿機

場外搬出

バ
グ
フ
ィ
ル
タ
｜

排
煙
処
理
塔

脱
硝
反
応
塔

水処理施設

ばいじん

流
動
空
気
予
熱
器

流
動
炉
Ⅲ
系

白
煙
防
止
空
気
予
熱
器

排
ガ
ス
冷
却
塔

バ
グ
フ
ィ
ル
タ
｜

排
煙
処
理
塔

測定口

水処理施設

ばいじんばいじん

特
定
施
設

廃棄物焼却炉 湿式集塵施設 排ガス洗浄施設

70t/日

流
動
空
気

予
熱

白
煙
防
止
空

気

予
熱

器

排
煙
処

理
塔

加湿機

90t/日

90t/日

90t/日

廃熱ボイラー

排
ガ
ス

冷
却
塔



（電磁流量計 ） S  流入水、放流水、採取位置 （場内返流水との関係を明記）

分配槽 最初沈殿池 生物反応槽      最終沈殿池

長吉ポンプ場

小阪合ポンプ場

返送汚泥
場内返流水 初沈引抜汚泥

余剰汚泥
放流ポンプ井 塩素滅菌池 生物膜ろ過池

川俣水みらいセンターへ

汚泥貯留槽

場内再利用

サージタンク

放流水(平野川へ)

リサイクル水 オゾン処理設備

リサイクル水 上部利用施設へ

A地区（長瀬川ほか）
竜華地区（八尾市へ）

C地区（楠根川ほか）

竜華 水みらいセンター
〈 処理フローシート 〉 流量計の種類 位置 ＝

48,961 m3/日

Ｓ
50,870 m3/日

21,220 m3/日194 m3/日
2,108 m3/日

870 m3/日

1,215 m3/日

50,000 m3/日
Ｓ

＝
＝

＝

2,940 m3/日

47,897 m3/日

1,383 m3/日
13,400 m3/

6,296 m3/日



今池 水みらいセンター

流量計の種類 位置 流入水、放流水、採取位置 （場内返流水との関係を明記）
１．超音波式・電磁式 ２．超音波パーシャルフリューム ３．超音波式 ４．投込式

簡易放流水 ㎥／日

返送汚泥

㎥／日

流入水量

㎥／日

塩一鉄 次亜塩注入 高級処理水 ㎥／日

生汚泥 ℓ／日 余剰汚泥 ｍｇ／ℓ １系簡易処理水 ㎥／日

㎥／日 循環水 ㎥／日

㎥／日 前塩 後塩

ｍｇ／ℓ ｍｇ／ℓ

PAC

ℓ／日 高度処理水 ㎥／日

逆洗水量 生汚泥 余剰汚泥 ２系・３系簡易処理水 ㎥／日

㎥／日 ㎥／日 簡易放流水 返送汚泥 ㎥／日
125 ㎥／日 ㎥／日 場内用水

㎥／日

簡易放流水 循環水 ｔ／日 ｔ／日
125 ㎥／日 ㎥／日 灰搬出 灰搬出

ｔ／日 ｔ／日

加圧浮上槽 ｔ／日） ｔ／日）

能力 槽面積67.5㎡×深4.8ｍ×２槽

ベルト濃縮

PAC 能力 40㎥／ｈ×２台

ℓ／日

重力濃縮槽 生汚泥 余剰汚泥 能力 能力

幅11ｍ×長さ11m×深３m×２槽 ㎥／日 返送汚泥 ㎥／日 高分子 85ｔ／日×１台 90ｔ／日×１台

㎥／日 ％

％

㎥／日

㎥／日 ㎥／日

分離液 7 ㎥／日 ㎥／日

㎥／日 ㎥／日

脱離液

㎥／日 ㎥／日 ㎥／日

44 ㎥／日

高分子 高分子

0 ㎥／日 ％ ％

    ㎥／日 ㎥／日

㎥／日 0 ㎥／日 ｔ／日

ベルトプレス脱水機

能力 130kg/m･h×3台

スクリュープレス脱水機

能力 560kg/h×2台 上水 ｔ／日

㎥／日

ベルト濃縮分離液 2号焼却排水量 3号焼却排水量

㎥／日 ㎥／日 ㎥／日

㎥／日

1,902

33

2,263 加圧浮上分離液 878

6.1

18

0 73.2

大気 大気

消化汚泥
貯留槽

ベルトプレス
脱水機

スクリュープレス
脱水機 ケーキ貯留槽

60 734
排煙処理搭 排煙処理搭

電気集塵機 バグフィルター

0.50 0.60

サイクロン 冷却塔

118
卵形消化槽

649
混合槽

156

し尿投入

3
廃熱ボイラ

白煙防止
予熱器1,205 64

空気予熱器

重力濃縮槽
3

加圧浮上槽 ベルト濃縮
39 1,642

23,496 高分子 0.35

0.00

274 ２号流動床式
焼却炉

空気予熱器

３号流動床式
焼却炉

1,188 1,159

（乾灰として 1.85

最初沈殿池 生物反応槽 最終沈殿池

75,207 ㎥／日 （乾灰として 0.66

72,904

３系 0.88 2.57

２号炉 ３号炉

16.50 67.30

10,886

7,319

148 103,877

250

1,863 671 522

最終沈殿池 砂ろ過池 塩素滅菌池 放流

36,306 ㎥／日

最初沈殿池 生物反応槽

25,061

２系 0.8 0.8

0 0.8 778

2 0

塩素滅菌池 放流

0

沈砂池 最初沈殿池 生物反応槽 最終沈殿池

778

0

１系

104,905 780 ㎥／日

Ｓ

１

１

１

２

３

４

Ｓ

Ｓ

２



水みらいセンター

〈処理フローシート〉 流量計の種類  ①電磁流量計 位置 流入水、放流水、採取位置 （センター内返流水との関係を明記）

（②Ｐ．Ｂ．フリューム）

①
返送汚泥 19,350 m3/日 次亜塩素注入

① ←

最初沈殿池流入水 ＰＡＣ 1.1 mg/ℓ 前塩 後塩
流入水 64,928 m3/日 生物反応槽流入水 0.7 mg/ℓ 0.9 mg/ℓ 放流水

56,049 m3/日 最初沈澱池 64,004 m3/日 生物反応槽 最終沈澱池 急速ろ過 56,049 m3/日

→ → 再利用水 （せせらぎ、Ｑ水くん含む） ①

↓ 初沈汚泥 循環水 ←    ① 余剰汚泥 6,977 m3/日

924 m3/日 63,743 m3/日 846 m3/日 ↓

      ①       ①

(内 焼却炉給水)
↓ 希釈水 ↓ 1,548 m3/日 上水使用量

35 m3/日 (内 放流ﾎﾟﾝﾌﾟ棟給水設備） 7 m3/日

541 m3/日

返流水 重力濃縮槽 遠心濃縮槽

8,879 m3/日 重力濃縮汚泥 遠心濃縮 汚泥

   ② 230 m3/日 108 m3/日 横型遠心濃縮機 35m3/時 ３台

   ①       ① ベルトプレス脱水機 3ｍ幅 ３台 
↑ ↓ ↓

混合汚泥貯留槽 ↑ ケーキ搬出 再利用水等 戻り

↓ ﾍﾞﾙﾌﾟﾚ洗浄水 3 t ／日 焼却炉給水 3,488 m3/日

混合汚泥 1,011 m3/日 1,548 m3/日

328 m3/日 高分子 流動焼却炉 ↓

① 0.33 ％ ケーキ焼却 65t/日
↓ 40 t ／日 １基 灰処分量 ↓

ﾍﾞﾙﾌﾟﾚ脱水機   → 焼却炉 2 t/日 砂ろ過逆洗排水

→ 1,080 m3/日

予熱器

重力分離液 遠心分離液 ↓ ﾍﾞﾙﾌﾟﾚろ液、洗浄排水 サイクロン
↓ 729 m3/日 738 m3/日 1,296 m3/日 焼却炉排水

↓ 電気集塵機 1,548 m3/日
↓

排煙処理塔

大気へ

大井

Ｓ

Ｓ

Ｓ Ｓ

Ｓ

Ｓ



〈 処理フローシート 〉 流量計の種類（①ﾊﾟｰｼｬﾙﾌﾘｭｰﾑ ②開きょ式 ③堰式 ④電磁式 ⑤超音波式） 位置  

（①ﾊﾟｰｼｬﾙﾌﾘｭｰﾑ ②開きょ式 ③堰式 ④電磁式 ⑤超音波式） 返送汚泥 次亜塩素注入率 0.0㎎/L

0m3/日

Ｓ 沈砂池 最初沈殿池  ② 曝気槽 最終沈殿池 塩素混和池

流入水量 ①  返流水

11,559m3/日 135m3/日   ④ 初沈引抜汚泥   ③    Ｓ

上水排水 m3/日  放流水

【Ⅰ系】 分離液 加圧浮上濃縮槽 余剰汚泥 0m3/日

水処理排水 0m3/日 634m3/日･1槽 0m3/日

脱臭設備排水 越流水 重力濃縮槽 97.7kg/ｍ2･日 放流水 54,502m3/日

m3/日 88ｍ3･１槽 重力濃縮汚泥 加圧浮上汚泥 m3/日

131ｍ3･１槽 0m3/日 混合槽   ⑤    Ｓ 簡易処理水

Ⅰ→Ⅱ送水量 60kg/ｍ2・日 1,459m3/日
11,694m3/日

塩素滅菌槽

循環水 55,940m3/日 次亜塩素（前塩） 次亜塩素（後塩）
0.7㎎/L 0.7㎎/L

分配槽 最初沈澱池  ④ 生物反応槽 最終沈澱池 急速ろ過池

 ⑤ オゾン

初沈引抜汚泥 返送汚泥 余剰汚泥 場内再利用水合計 滅菌

1,672m3/日 17,171m3/日 高分子 0.12% 687m3/日 5,562m3/日

Ｓ 沈砂池 遠心･ろ過濃縮機 分離液 場外再利用水

流入水量  ⑤ 返流水 28m3/時･3台 594m3/日 4m3/日

44,537m3/日 7,655m3/日 濃縮汚泥

93m3/日 高分子 0.36%

砂ろ過逆洗排水 重力濃縮槽 汚泥貯留槽 脱水機 脱水ケ－キ ケ－キ搬出

【Ⅱ系】 越流水 179ｍ3･2槽 重力濃縮汚泥 3m 110kg/m･h 3台 47t/日 832t/年

高架水槽 1,424m3/日 60kg/ｍ2・日 248m3/日

脱水ろ液 焼却炉

上水排水 70t/日・1基

ケーキ受入
水処理排水 189t/年

排煙処理塔 ﾊﾞｸﾞﾌｨﾙﾀ- 減温塔 予熱器

焼却設備排水

大気 灰ﾎｯﾊﾟｰ 灰（湿）搬出
1.54t/日

狭山 水みらいセンタ－



流量計の種類（ 電磁・堰式・超音波流量計 ）

南大阪湾岸北部水みらいセンター 処理フローシート

ｍ3／日
ｍ3／日 （高度処理対応施設）
ｍ3／日 （高度処理対応施設） 簡易放流 ｍ3／ｄ

ｍ3／日 （高度処理対応施設）
ｍ3／日 （高度処理対応施設） PAC mg/l

ｍ3／日 初入流量 ｍ3／ｄ 生反流入

ｍ3/d

初沈汚泥
ｍ3／ｄ ｍ3／ｄ

    余剰汚泥量 ｍ3／ｄ

スカム移送量 ｍ3／ｄ

簡易放流 ｍ3／ｄ

PAC mg/l

初入流量 ｍ3／ｄ 生反流入 次亜塩 mg/l

ｍ3/d 砂ろ過バイパス水量 ｍ3／ｄ

消泡水量(3・4系設置Ｐ)

沈砂処分 ｔ 循環水量 ＝ ｍ3／ｄ

＝ ｍ3／ｄ

しさ焼却処分 ｔ 初沈汚泥
総合流入水量 ｍ3／ｄ ｍ3／ｄ 次亜塩 次亜塩

ｍ3／ｄ ＝ ＝ mg/l mg/l

S

単独流入水 ＝ ｍ3／ｄ ＝ 大阪湾
163,905 m3/d S ＝ 放流 ｍ3／ｄ

＝ スカム移送量 ｍ3／ｄ ＝ Ｑ水くん

＝ ｍ3／ｄ

ろ過水移送量 ｍ3／ｄ

簡易放流 ｍ3／ｄ ＝ ｍ3／ｄ

初入流量 ｍ3／ｄ ＝ せせらぎ他

ろ過器水量 ｍ3／ｄ

初沈汚泥
ｍ3／ｄ ｍ3／ｄ

＝ ＝ 原水槽 ろ過水槽

91 ｍ3／ｄ

ｍ3／ｄ

＝ 再利用水
消泡水量 ｍ3／ｄ

ｍ3／ｄ （1・2系設置Ｐ) ＝ 新浜緑地等

＝ ｍ3／ｄ

＝
希釈水 ｍ3／ｄ 再利用水等合計

ｍ3／ｄ

送泥量 大阪南下水汚泥広域処理場 エース供給水量 引抜汚泥合計スカム含む

分離液 ｍ3／ｄ ｍ3／ｄ 送泥量（１％換算量） ｍ3／ｄ ｍ3／ｄ

汚泥広域 返流水 ｍ3／ｄ

様式 1-3

北部 水みらいセンター

〈 処理フローシート 〉 位置 □ 流入水、放流水、採取位置 （場内返流水との関係を明記）

送風機
１系 45,000
２系 56,000
３系 56,000 262

４－２系
最終沈澱池

＝ ＝

４系 28,000
4-2系 27,700 4.16

合計 212,700

332 返送汚泥量 12,732

＝ ＝

290

29,174

４－２系
最初沈殿地

28,581

４－２系
生物反応槽

3,193

＝ ＝

＝

150

＝

540

1.44

0.89

8.91 44,383 18,107

25.80
1,656 返送汚泥量 64,787

148,382

２･３・４系
最初沈殿地

146,186

２・３・４系
生物反応槽

２・３・４系
最終沈殿地

178,012 0.24 0.89

沈砂池 汚水ポンプ 分水槽

余剰汚泥量 1,850

砂ろ過 塩素混和池

0.57

＝ ろ過器 ＝

167,848

770

86

321

380 622

0 返送汚泥量 0

洗浄排水槽
1～4-2系総合池排水量

余剰汚泥量 0

456

１系
最初沈殿地

１系
生物反応槽

１系
最終沈殿地

5,047

＝ 1,085,121.7 ｍ3／年 ＝

641

洗浄排水量 2,813

5,302

0
26,796

7,758

混合槽＝

2,997

汚泥調整槽

1,602

受泥槽

2,038



水みらいセンター
     ＜処理フローシート＞流量計の種類（電磁流量計、超音波流量計、堰式流量計）位置 □  流入水、放流水、  （場内返流水との関係)

返送汚泥量

4,261 ㎥

池排水量 24㎥ 循環水量 次亜注入量
12,017 m3 95L

 初沈流入水量 PAC      放流水量

 １系流入 7㎥ 12,317 m3 2L

 Ｓ      逆洗排水量

曝気風量 56,362㎥ 75 m3

     生汚泥量 余剰汚泥量  汚泥移送量

99 m3 189 m3 1,239 m3(0.92％)

1,144 m3（1％換算値)

          １→２系
           送水量   ２→１系送水量  Ｓ

不明 m3 12,310 m3   Ｓ

  生汚泥量  循環水量 PAC 677 m3 生物処理放流水量

237 m3 22,692㎥ 8L
8,987ｍ3 

     放流水量

 ２系流入 初沈流入水量 m3

55,637㎥ 45,315 m3    Ｓ     Ｓ  Ｓ
Ｓ

   Ｓ   Ｓ
  Ｓ Ｑ水くん

逆洗排水量 曝気風量 返送汚泥量 32 m3

720 m3 163,028 m3 16,251 m3 次亜注入量
297 L

1.06 mg/l

池排水量 81㎥ 場内利用 1,035 m3

簡易処理放流量 53 m3

ろ過放流水量 34,136 m3

中部

12,053㎥

   余剰汚泥量

43,160

沈

砂

池

ポ
ン
プ
棟

調

整

池

繊
維
ろ
過

最
初
沈
殿
池

分

配

槽

着

水

井

最
終
沈
殿
池

生
物
反
応
槽

生
物
反
応
槽

生
物
反
応
槽

分

配

槽

最
初
沈
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池

最
終
沈
殿
池

生
物
反
応
槽

生
物
反
応
槽

生
物
反
応
槽

砂
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過

汚
泥
処
理
場

汚
泥
調
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槽

沈

砂

池
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ン
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棟

吐

出

井

超

超

超

超

堰

電

超

電

電電

超

超

堰

堰

塩
素
滅
菌
棟

塩
素
滅
菌
棟

電

電 電
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池
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ン
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池

繊
維
ろ
過
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初
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出

井

電

超

超

超

堰

電

超

電

電電

超

超

堰

堰

塩
素
滅
菌
棟

塩
素
滅
菌
棟

電

電 電



＜ 処理フローシート ＞ 流量計の種類（ 電磁 堰式 超音波 ） 位置 □ 流入水、放流水、採取位置 （場内返流水との関係を明記）

南部 水みらいセンター

Ｓ

池
排
水

初沈池排水 生反池排水 終沈池排水 平均注入率

次亜塩素酸ﾅﾄﾘｳﾑ

0.89 mg/L
沈砂 12.2 ｋｇ 循環水(100.8)%

24 0 3 消泡水 171.0 ｋｇ

＝

処理水配水量
しさ 11.8 ｋｇ 24,115＝ ＰＡＣ 0 Q水くん

27 実績ろ過速度 165m/日
402 ｋｇ ＝ 5

（処理水量）

脱
リ
ン
槽

放流水量
0.91 mg/L

22,364 24,538
硝
化
槽

平均注入率

最
終
沈
殿
池

砂
ろ
過
池

ろ
過
水
槽

そ
の
他
雑
用
水

200m/日

上
水
使
用
量

初沈池貯留 生反池貯留

23,915

Ｓ 上水 原水流量計 4池 放流流量計

沈
砂
池

ポ
ン
プ
井

吐
出
井

分
配
槽

着
水
井

最
初
沈
殿
池

23,517 22,845 21,677 22,380塩
素
混
和
池

流入水量 生反流入 終沈流出 原水流量 ろ過流出

＝ ＝
脱
窒
槽

終沈池貯留

沈
砂
池
送
水

ろ過ﾊﾞｲﾊﾟｽ 672
17 0 3

Ｓ

排水 (22,072) ろ過速度 (22,149)

（生物脱臭含む）

その他雑用水 76
簡易処理水量 31

＝ ＝送風量 塩素混和池送水 (10) 薬品溶解水 13
逆洗 (385）

116,327 (486.4%)
349 汚泥系洗浄水 24576 2 115 表洗 （11） 高架水槽＝＝その他返流水内訳 (791) 0

その他雑用水 (76) 571＝ 沈砂池送水 115 ｸﾞﾗﾝﾄﾞ送水 15

返送汚泥 9,825 (41.1%) 逆洗排水槽排水量 消泡水 0

逆洗排水量 (571)
初沈汚泥＝ 余剰汚泥＝沈砂池送水 (115)

めだか池

汚泥棟送水 127
574 395 再利用水量内訳

上水 (2) 0
 場内・施設 (973)

 場内・環境 (0)
1,382 245 13

 場外・施設 (14)
汚泥処理返流水

574  Q水くん

池排水 (27) ＝ 汚泥系洗浄水 薬品溶解水
しさ 114 ｋｇ 395

(5)
遠心供給汚泥量

薬
品
溶
解

 
 
タ
ン
ク

分離液

重  力 貯留槽 濃縮機 平均注入率 0.56

ろ布
 
大
阪
南
下
水
汚
泥

2台

余剰汚泥 401.1 遠  心

＝
濃縮槽 12m3/h 2台 高分子凝集剤 20.1

平均注入率 215 mg/L 洗浄水

％

遠
心
分
離
液

  単位 ： ｍ
３ 脱

水
機

＝汚泥移送量 47.71 汚泥消臭剤 22.67 ｋｇ
  但し、記載しているものを除く

68

重
力
分
離
液

  （ ）の水量は水収支に 濃縮汚泥 ダンプトラック＝

ｋｇ

調整槽

ケーキ
  反映していません 貯留槽 供給汚泥量 107

kg/m･h 14.85 ｔｏｎ ｔｏｎ
薬品関係

脱離液 ろ布洗浄水

ろ過速度 ケーキ 搬入量
水処理 実績ろ過速度

150 発生量 14.94
汚泥処理 129kg/m･h

 
 
 
 
広
域
処
理
場

遠心濃縮汚泥量



 

 

処理水有効利用フロー図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

猪名川流域下水道 原田水みらいセンター 

処理場敷地境界 

１系最終沈殿池 塩素混和池 河川放流 

水質検査箇所 
分析者：豊中市 

新豊島川 
（場外有効利用施設） 

施設管理者：豊中市 
ろ過 

処理水槽 

ﾏｲｸﾛｽﾄﾚｰﾅｰ 

公共下水道放流 

Ｑ水くん 

オゾン 
処理 

ろ過水槽 
スカイランド 
HARADA 

（修景せせらぎ） 
（散水用水） 

水質検査箇所① 
分析者：水質係 

水質検査箇所③ 
分析者：水質係 

大腸菌群数：（２回／月） 
残留塩素：メンテ（毎日） 

大腸菌群数：（２回／月） 
残留塩素：メンテ（毎日） 

残留塩素：（年末年始、木曜日以外毎日） 

３系管理棟等 
水洗用水 

管理分界点 

Ｐ 
水質検査箇所 
分析者：豊中市 

水質検査箇所 
分析者：豊中市 

塩素管注入 

水質検査箇所④ 
分析者：管理人 

砂ろ過 

砂ろ過槽 

年末年始、木曜日閉鎖 

砂ろ過池 豊中市伊丹市クリーンランド 
（ごみ焼却施設） Ｐ 

管理分界点 

水質検査箇所② 
分析者：水質係 

大腸菌群数：（２回／月） 

３系最終沈殿池 



 

処理水有効利用フロー図 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

安威川流域下水道 中央水みらいセンター 

ガランド水路 
（修景用水） 

処理場敷地境界 

最終沈殿池 塩素混和池 河川放流 

水質検査箇所 
分析者：摂津市 

用水棟 

水質検査箇所 
分析者：摂津市 

施設管理者：摂津市 

消毒設備 砂ろ過 

水質検査箇所① 
分析者：中央管理Ｃ 

河川放流 

散水用水 
（施設外周） 

高架水槽 場内利用 
貯留槽 
（用水棟） 

 

散水用水 

場内修景 
（一般開放なし） 

Ｑ水くん 

Ｐ 

管理分界点 

元茨木川緑地 
（修景・散水用水） 
施設管理者：茨木市 

島地区 
（修景用水） 

施設管理者：茨木市 

水洗なし 

 
岸部ポンプ場 旧中西家周辺水路 

正雀川 
管理分界点 

施設管理者：吹田市 



 

処理水有効利用フロー図 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

淀川右岸流域下水道 高槻水みらいセンター 

処理場敷地境界 

最終沈殿池 
（Ｄ・Ｅ系） 鋼製砂ろ過 

Ｑ水くん 

次亜塩素注入器 

砂ろ過設備 
塩素混和池 放流 

オゾン処理 

次亜塩素注入器 

自然池 

せせらぎ緑地 水路 

水路 

場内利用 

場内利用 

水質検査箇所① 
分析者：高槻管理Ｃ 

スカイランド 



 

 
処理水有効利用フロー図 

 

淀川左岸流域下水道 渚水みらいセンター 

貯水槽 

処理場敷地境界 

最終沈殿池 

安定池 

計量分配槽 

Ｑ水くん 

散水用水 

放流 枚方市 
取水口 

石津中継 
PS 

紫外線
滅菌 

京阪枚方市駅舎 

枚方市総合福祉会館 

枚方市駅周辺防火用水 

京阪南２号線せせらぎ 

枚方市役所前線せせらぎ 

施設管理者：京阪電鉄（株） 

施設管理者：枚方市 

施設管理者：枚方市 

施設管理者：枚方市 

施設管理者：枚方市 

水質検査箇所 
分析者：枚方市 

砂ろ過 

高架水槽 

消泡水 
自家発冷却水槽 

管理棟 
（水洗用水） 

軸封水 
ブロワ-冷却水 

体験田 

水質検査箇所①～④ 
分析者：大阪府 

いこいの広場 
（安らぎの池）

道路沿い散水 

管理分界点 

いこいの広場 
（せせらぎ） 

①

②③

④

汚泥処理 
(洗浄水、軸封水等) 

次亜 

次亜 



 

 

処理水有効利用フロー図 

※１ ここでは砂ろ過槽内での生物繁殖を防ぐために塩素を注入（大腸菌を対象としていない） 
※２ スカイランドの散水用水（芝生、樹木に夜間（0:00～4:00）散水）は水質検査対象外 

 

寝屋川北部流域下水道 鴻池水みらいセンター 

処理場敷地境界 

最終沈殿池 
（ＡＢＣ系） 

塩素混和池 

ふれあいプラザ 
（水洗・修景用水） 

放流 

砂ろ過 

受水槽 

塩素混和池 

高度処理施設 
（生物膜ろ過・

木炭浄化） 
高度処理施設 
（オゾン酸化） 

放流 

スカイランド 
（水洗・散水用水） 

鴻池水路 施設管理者：東大阪市 

場内利用 

水質検査箇所③ 
分析者：大阪府 

 

吐口 

管理分界点 

水洗なし 

Ｐ 

P 

高度処理施設 
（オゾン酸化） 御領水路 

施設管理者：大東市 

最終沈殿池 
（ＤＥ系） 

次亜塩注入 ※２ 

加圧 
タンク 

水質検査箇所② 
分析者：大阪府 

急速ろ過 

放流 

次亜塩注入 

水質検査箇所 
分析者：東大阪市 

※１ 

※１ 

第二スカイランド 
（散水用水・せせらぎ用水） 

P 
P 

P 

P 

P 

P 
場内利用 

P 
P 

水質検査箇所① 
分析者：大阪府 



 

処理水有効利用フロー図 

  

寝屋川北部流域下水道 なわて水みらいセンター 

処理場敷地境界 

最終沈殿池 吐出槽 河川放流 塩素混和池 砂ろ過 

水質検査箇所① 
分析者：大阪府 

大東市 
（第１１水路など） 

 

散水用水・ 
緑地トイレ 

場内利用 

次亜塩注入 

管理分界点 

せせらぎ 

修景用水 

Ｑ水くん Ｐ 

四條畷市 
（上川・讃良川） 

Ｐ 

Ｐ 

Ｐ 

Ｐ 

Ｐ 

吐口21 

吐口18、19、20 

寝屋川市 
（十二水路） 

太平PS受水槽 
氷野PS受水槽 

管理分界点 

場内利用 

流調弁 

水質検査箇所② 
分析者：大阪府 

水質検査箇所③ 
分析者：大阪府 

Ｐ 吐口 22 



 

 

処理水有効利用フロー図 

 

寝屋川南部流域下水道 川俣水みらいセンター 

最終沈殿池 
（Ⅰ～Ⅶ系） 

塩素混和池 
（Ⅰ～Ⅶ系） 

処理場敷地境界 

Ｑ水くん 

スカイランド 
（修景・散水・洗浄水） 

放流 

水質検査箇所② 
分析者：大阪府 

水質検査箇所① 
分析者：大阪府 

ＵＶ滅菌 

トイレ 
（上水） 水洗なし 

繊維ろ過 
（Ⅰ･Ⅱ系） 



 

 

処理水有効利用フロー図 

 

寝屋川南部流域下水道 竜華水みらいセンター 

処理場敷地境界 

水質検査箇所⑤ 
分析者：大阪府 

最終沈殿池 塩素混和池 

Ｑ水くん 

放流 

受水槽 水質検査箇所④ 
分析者：大阪府 

生物膜ろ過池 

長吉ポンプ場 

次亜塩素注入器 

水質検査箇所② 
分析者：大阪府 

オゾン処理 
塩素滅菌 

サージタンク 

長瀬川 

中環の森 

処理水貯留槽 

還水槽 

せせらぎ緑道 
（親水・散水） 

上部利用 
（水洗・散水） 

竜華地区せせらぎ 
（親水・散水） 

水質検査箇所③ 
分析者：大阪府 

次亜塩素注入器 

水質検査箇所 
分析者：八尾市 

施設管理者：八尾市 

八尾市内水路 

楠根川 
施設管理者：八尾市 

施設管理者：八尾市 

施設管理者：東大阪市 

施設管理者：八尾土木 
水質検査箇所 
分析者：八尾市 

大正川 
施設管理者：大阪市 

次亜塩素注入(適宜) 

水質検査箇所① 
分析者：大阪府 



 

処理水有効利用フロー図 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

大和川下流西部流域下水道 今池水みらいセンター 

処理場敷地境界 

最終沈殿池 砂ろ過 塩素混和池 

Ｑ水くん 

修景せせらぎ 

放流 

水質検査箇所① 
分析者：今池管理C 

散水用水 

水洗用水 

前塩 

トイレ 
（上水） 

高架水槽 
（管理棟） 



 

処理水有効利用フロー図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

大和川下流東部流域下水道 大井水みらいセンター 

処理場敷地境界 

最終沈殿池 砂ろ過 塩素混和池 

Ｑ水くん 

大井ふれあいらんど 
（修景せせらぎ） 
（水洗用水） 

放流 

水質検査箇所① 
分析者：大井管理C 

 

管理棟等 
水洗用水 

前塩 

高架水槽 
（管理棟） 

散水用水 

軸封水等 
場内利用 



 

処理水有効利用フロー図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

大和川下流南部流域下水道 狭山水みらいセンター

処理場敷地境界 

最終沈殿池 

砂ろ過 

塩素混和池 

Ｑ水くん 

修景せせらぎ 

放流 

大鳥池 
（場外有効利用施設） 

中樋水路 
（場外有効利用施設） 

東野用水路 
（場外有効利用施設） 

水質検査箇所① 
分析者：狭山管理Ｃ 

水質検査箇所② 
分析者：狭山管理Ｃ 

水洗用水 

散水用水 

オゾン処理 汚泥棟 
高架水槽 

緊急時対応 

前塩 



 

処理水有効利用フロー図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

南大阪湾岸北部流域下水道 北部水みらいセンター 

放流 

水質検査箇所 ② 

分析者：北部管理 C 

処理場敷地境界 

最終沈殿池 砂ろ過 
塩素混和池 

前塩塩素注入 
Ｑ水くん 

散水用水 

修景せせらぎ 

（トイレは上水使用）

滅菌用塩素注入 

水洗なし 

水質検査箇所 ① 

分析者：北部管理 C 



 

処理水有効利用フロー図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

南大阪湾岸中部流域下水道 中部水みらいセンター 

放流 

処理場敷地境界 

最終沈殿池 砂ろ過 

Ｑ水くん 

水洗用水 
散水用水 

塩素管注入 

塩素滅菌棟 

高架水槽 紫外線滅菌 

水質検査箇所① 
分析者：中部管理C 



 

処理水有効利用フロー図 

 

 

 
 

 
 

 

南大阪湾岸南部流域下水道 南部水みらいセンター 

なみはやグラウンド 
（散水用水） 

処理場敷地境界 

最終沈殿池 塩素混和池 大阪湾へ放流 

水質検査箇所② 
分析者：湾岸南部管理C 

ろ過水槽 

水質検査箇所① 
分析者：南部管理C 

 

施設管理者：泉南市 

砂ろ過 

場内 
（散水用水） 

高架水槽 紫外線滅菌 

水質検査箇所③ 
分析者：湾岸南部管理C 

サザンスタジアム 
（散水、水洗用水） 

管理棟等 
（水洗、清掃栓） 

水質検査箇所④ 
分析者：湾岸南部管理C 

Ｌ型池 

モニュメント池 
（修景用水） 

管理分界点 

Ｑ水くん 

簡易塩素注入 

簡易塩素注入 

50㎥槽 

60㎥槽 

２号緑地、亀公園 
（散水、水洗用水） 

グラウンドまわり 
北側築堤 
（散水用水） 

築堤 
（散水用水） 

場内利用 
逆洗、表洗、消泡水、 
沈砂池送水、汚泥棟送水、 
その他 



⑧維持管理費

維持管理費内訳

大阪南下水汚泥広域処理場 （単位：円）

業務委託料

運転管理委託費 運転管理業務（濃縮設備、脱水設備、焼却設備[3系、4系、5系]、返流水処理設備、 581,534,640
       送泥管、送泥ポンプ場等）（包括法定他点検整備、包括物品、
              小規模補修業務）

分析業務委託費 排ガス測定、ガス分析、ケーキ成分分析、スラグ分析、排水分析、振動騒音測定 14,115,171

保守点検委託費 517,604,255

その他委託費 除草、清掃、活性炭取替 12,300,022

小計 1,125,554,088

電力費
基本電力費 （契約電力 4,100KW ） 82,329,475

電力使用料金 （使用電力量 28,128,703 KW） 349,799,726

小計 432,129,201
燃料費 灯油     2,556,000 ㍑ 303,579,360

都市ガス、LPG   1,380,599 m3 87,631,821
小計 391,211,181

補修費 焼却・溶融設備関連補修 107,820,000
送泥補修 14,310,000
電気設備 32,846,000
その他補修 70,463,563

小計 225,439,563
薬品費 高分子凝集剤(脱水用)    133,200 ㎏ 34,237,728

高分子凝集剤(濃縮用)    58,500 ㎏ 15,479,100
ポリ硫酸第2鉄  2,039,780 ㎏ 44,711,753
苛性ソーダ   1,796,830 ㎏ 38,811,528
その他(塩化第二鉄）    139,900 ㎏ 4,683,847

小計 137,923,956
水道料 上水使用料金    33,724 ㎥ 9,775,936

工水使用料金    116,762 ㎥ 9,469,827
小計 19,245,763

排水処理費           ㎥
0

消耗品費
11,644,299

機械器具費 測定器類
194,076

営繕費 空調、照明、その他庁舎管理
0

維持雑費 道路使用許可申請の証紙代
0

テレメータ使用料
2,347,250

流泥研究費
0

小計
2,345,689,377

人件費
94,687,988

事務費
3,146,721

小計
97,834,709

大阪府施行分
産業廃棄物処理費 54,466,970

2,497,991,056

金額

計

事業費

溶融、ボイラー、ファン、ポンプ、ダクト、クレーン設備、補機、電気、
電気保安協会、消防、トラックスケール

プラント用消耗品、塗料、配管等の購入

管理費

科目 節 内       容



⑨ユーティリティー
大阪南下水汚泥広域処理場

濃縮機投入脱水機投入 乾燥機 溶融 ｽﾗｸﾞ ｽﾗｸﾞ ポリ鉄 ポリ鉄
汚泥量 汚泥量 投入ｹｰｷ量 ＤＳ量 発生量 搬出量 場内 ﾎﾟﾝﾌﾟ場 場内 ﾎﾟﾝﾌﾟ場 場内 ﾎﾟﾝﾌﾟ場 濃 縮 脱 水 (濃縮) (脱水)

単 位 ｍ3 ｍ3 ｔ DS-ｔ ｔ ｔ KWH KWH ｍ3 ｍ3 ｍ3 ｍ3 kg kg ㎥ ㎥
平成29年4月 199,100 49,444.4 803.49 158.62 64.30 2,112,143 88,825 2,024 8 10,597 73 4,342.10 10,978.10 44.591 78.728
     5月 198,803 50,481.5 2891.51 579.25 119.09 35.43 2,387,094 94,529 3,591 8 10,725 510 4,461.44 11,241.30 36.346 77.558
     6月 189,255 50,553.3 0.00 0.00 2,116,683 80,109 3,802 5 7,729 7 4,897.04 11,945.85 37.029 72.424
     7月 190,033 50,235.2 0.00 0.00 2,094,532 98,566 3,495 23 7,145 11 5,094.10 11,236.05 35.743 72.013
     8月 188,594 43,715.1 3673.24 757.62 154.88 2,367,045 95,633 4,747 7 10,626 9 4,496.40 10,989.65 38.565 62.683
     9月 171,336 41,285.1 3194.92 587.42 114.27 34.53 2,011,908 94,240 3,979 9 8,566 2 4,252.58 12,012.70 49.611 58.457
    10月 167,584 41,219.7 3,562.48 736.05 169.87 2,010,839 79,907 1,853 11 8,658 515 4,172.32 10,257.80 28.769 57.930
    11月 173,594 49,744.9 1,285.24 250.53 49.10 2,226,464 86,403 1,533 13 9,554 2 4,321.04 8,786.40 36.307 78.023
    12月 202,627 59,922.0 1,474.35 211.14 56.48 32.55 2,401,510 87,773 1,545 9 10,012 15 4,970.32 11,886.00 43.607 85.480
   30年1月 202,161 59,857.3 3,220.21 630.60 118.38 2,632,487 91,559 1,832 32 11,261 5 4,702.96 9,984.80 41.236 82.551
     2月 186,566 53,425.5 4,749.72 900.67 142.05 0.02 2,271,052 77,470 1,864 9 10,885 30 4,069.20 10,521.70 36.637 79.846
     3月 229,757 56,370.5 1,782.49 347.58 91.82 40.21 2,432,966 88,966 1,975 18 10,371 20 3,772.52 11,629.80 45.907 83.659
合 計 2,299,410 606,255 26,637.7 5,159.5 1,080.24 142.74 27,064,723 1,063,980 32,240 152 116,129 1,199 53,552.02 131,470.15 474.347 889.352

月 平 均 191,618 50,521 2,220 430.0 90.02 11.90 2,255,394 88,665 2,687 13 9,677 100 4,462.7 10,955.8 40 74

灯 油 ＬＰＧ ｱﾝﾓﾆｱ 消石灰 消石灰 清缶剤  脱酸素剤 復水 防食剤 食塩 ﾊｲｸﾛﾝ 苛性ソーダ 苛性ソーダ 苛性ソーダ 塩化第二鉄

（特号） （硬焼）  処理剤 (滅菌剤) 排煙･返流 排煙 脱臭 送泥用

単 位 KL ｍ3 kg ｔ ｔ kg kg kg kg kg kg ㎥(48%) ㎥(30%) ㎥(24%) ㎥
平成29年4月 140.651 2.528 0 2.12 3.61 42 0.0 0.5 2 40 35 93.674 0.000 0.62 8.00
     5月 210.049 6.003 0 10.21 2.49 153 16.0 8.5 44 160 35 101.317 0.000 1.08 8.00
     6月 113.044 0.000 0 0.00 3.89 7 1.0 4.5 51 0 65 94.055 0.000 1.05 7.80
     7月 96.356 0.503 0 0.00 3.45 7 1.0 1.5 30 0 75 92.730 0.000 1.57 8.10
     8月 150.249 8.100 0 10.81 2.85 149 5.0 6.0 20 120 85 109.743 0.000 1.60 8.00
     9月 122.151 6.865 0 11.90 1.48 171 7.0 7.5 5 80 70 84.532 0.000 1.26 8.10
    10月 134.652 3.798 0 11.84 1.98 210 18.0 8.5 42 80 70 90.354 0.000 0.80 6.90
    11月 240.554 2.886 0 3.85 3.17 96 4.0 5.5 30 40 50 94.294 0.000 0.56 7.60
    12月 298.754 1.430 0 4.34 2.94 68 3.0 5.0 33 80 60 105.118 0.000 0.63 8.60
   30年1月 373.155 3.642 0 6.92 3.00 176 6.0 6.0 20 80 55 117.648 0.000 0.49 8.40
     2月 359.654 3.548 0 13.36 1.05 233 7.0 10.0 10 40 25 88.850 0.000 0.28 7.30
     3月 302.654 4.200 0 4.40 2.85 102 7.0 7.0 12 40 20 109.517 0.000 0.59 8.30
合 計 2,541.923 43.503 0.0 79.75 32.76 1,414 75.0 70.5 299 760 645 1,181.83 0.00 10.53 95.1

月 平 均 211.8 3.63 0.0 6.65 2.73 118 6 5.9 24.9 63 53.8 98.49 0.00 0.88 7.9

高分子凝集剤工 水上 水電 力 量



⑩増設経過

大阪南下水汚泥広域処理場

施 設 名 供用開始年月
磯ﾉ上送泥ポンプ場及び送泥管 平成 ２年  ４月
汐見送泥ポンプ場及び送泥管 平成  ２年１２月
高石送泥ポンプ場及び送泥管         〃

送泥施設 泉北送泥ポンプ場及び送泥管 平成 ４年 ３月
石津送泥ポンプ場及び送泥管 平成 ５年 ３月
三宝送泥ポンプ場及び送泥管 平成 ６年 ３月
中部送泥ポンプ場及び送泥管 平成１０年 ４月
（※北部水みらいセンター及び送泥管） （平成２年４月）
ＮO１．ＮO２受泥タンク（ＲＣ矩形タンク） 平成 ２年 ４月
ＮO３受泥タンク（ＲＣ矩形タンク） 平成 ７年 ４月

受泥施設 ＮO１石灰系汚泥ピット 平成 ２年１２月
ＮO２高分子系汚泥ピット     〃
クレーン設備     〃
ＮO１．ＮO２濃縮汚泥ピット 平成 ２年 ４月

濃縮施設 ＮO３遠心濃縮機 更新・撤去(H28.2)
ＮO４遠心濃縮機 平成 ７年１１月
ＮO５遠心濃縮機 平成１２年  ３月
No.6ベルトろ過濃縮機 平成２３年 ３月
No.1ベルトろ過濃縮機 平成２４年 ２月
No.2ベルトろ過濃縮機 平成２８年 ２月
ＮO２遠心脱水機 平成１０年 １月

脱水施設 ＮO３遠心脱水機 更新・撤去(H28.2)
No.1スクリュープレス脱水機 平成１８年 ３月
No.5スクリュープレス脱水機 平成２３年 ３月
No.6スクリュープレス脱水機 平成２４年 ２月
No.7スクリュープレス脱水機 平成２８年 ２月

乾燥施設 ＮO１～ＮO４乾燥機 平成 ２年１２月
ＮO５～ＮO８乾燥機 平成 ７年１１月

溶融施設 平成 ２年１２月
３系表面溶融炉 平成 ７年１１月

焼却施設 ４系流動床焼却炉（供用開始に伴い１系休止） 平成１６年１１月
５系流動床焼却炉（供用開始に伴い２系休止） 平成２３年 ９月

排煙処理設備 １系．２系表面溶融炉排煙処理設備 平成 ２年１２月
３系表面溶融炉排煙処理設備 平成 ７年１１月
４系流動床焼却炉排煙処理設備 平成１６年１１月
５系流動床焼却炉排煙処理設備 平成２３年 ９月
最初沈殿池       ２池（１系列） 平成 ４年 ４月
            ２池（１系列） 平成 ５年 ８月
            ２池（１系列） 平成 ６年１０月
エアレーションタンク     １系列 平成 ３年１０月

排水処理施設                １系列 平成 ５年 ８月
               １系列 平成 ６年１０月
凝集沈殿池       ２池（１系列） 平成 ２年 ４月
            ２池（１系列） 平成 ５年 ８月
            ２池（１系列） 平成 ６年１０月

再利用施設 上向流式ろ過池     ３池 平成 ２年 ４月
            １池 平成 ４年 ４月

受変電施設 受変電設備     （※高圧） （平成２年４月）
           特高 平成 ５年 １月

非常用発電設備 非常用発電機 平成  ２年  ４月
     〃 平成  ９年  １月
※溶融炉．ｹｰｷ貯留棟脱臭設備 活性炭   平成 ２年 ４月
                  ＋生物脱臭 平成 ７年 １月

脱臭施設 ※濃縮棟脱臭設備       活性炭 平成 ２年 ４月
                  ＋生物脱臭 平成 ７年 １月

※送泥施設の北部水みらいセンター及び送泥管・・・送泥はＨ２．４より実施しているが、
 北部水みらいセンター濃縮汚泥引抜ポンプで送泥しているので北部送泥ポンプ場は無い。
※受変電施設は、Ｈ２．４より高圧で受電、Ｈ５．１より特高受電に変更。
※脱臭施設で、溶融炉．ｹｰｷ貯留棟及び濃縮棟脱臭設備はＨ２．４より活性炭脱臭でスタ
 ートし、Ｈ７．１に活性炭の前に生物脱臭を追加した。

設  備  名

１系．２系 表面溶融炉



１３．流域下水汚泥処理事業

① 経過

・ 日本下水道事業団により、「下水汚泥広域処理事業（エースプラン）」として供用開始。

◇ 大阪北東エース（現、淀川左岸流域下水汚泥処理事業）：平成元年４月１日

◇ 大阪南エース（現、南大阪湾岸流域下水汚泥処理事業）：平成２年４月１日

・ 国の特殊法人等整理合理化計画（平成13年12月閣議決定）において、事業を廃止し、施

設を地元地方公共団体に移管することが決定。

・ 平成16年3月31日を以って大阪府に施設が移管され、大阪府が事業主体になり、流域下

水汚泥処理事業として実施。

[流域下水汚泥処理事業]

都道府県が事業主体となって、広域的な視点に立ち流域下水道と周辺の公共下水道から発生する下水汚泥を

集約的に処理するとともに、施設の設置、改築、修繕、維持その他の管理を行う。

② 事業概要

寝屋川北部地域と南大阪湾岸地域の２箇所で流域汚泥処理事業実施。

◆

◇

◇

 [構成団体及び対象処理場]

地域・処理場名 区分 構成団体 関連処理場 備考

淀川左岸 公共下水道 枚方市 北部処理場 平成18年4月1日廃止

大阪北東下水汚流域下水道 大阪府 淀川左岸流域 流域関連市：

泥広域処理場  枚方市、交野市

寝屋川流泥 公共下水道 守口市 守口処理場

四条畷市 田原処理場

流域下水道 大阪府 寝屋川北部流域 流域関連市：

 大阪市、守口市、寝屋川市、門真市

 大東市、枚方市、東大阪市、四條畷市

 交野市

南大阪湾岸 公共下水道 堺市 三宝下水処理場

大阪南下水汚泥 石津下水処理場

広域処理場 泉北下水処理場

岸和田市 磯ノ上下水処理場

牛滝浄化センター

流域下水道 大阪府 南大阪湾岸北部流域 流域関連市町：

 堺市、泉大津市、和泉市、高石市

 岸和田市、貝塚市、忠岡町

南大阪湾岸北部流域 流域関連市町：

 岸和田市、貝塚市、泉佐野市

 泉南市、熊取町、田尻町

南大阪湾岸北部流域 流域関連市町：

 泉佐野市、泉南市、阪南市、岬町

※ 淀川左岸大阪北東下水汚泥広域処理場については、平成18年度より枚方市

  北部処理場が廃止されたことから流泥事業から流域事業に変更。

淀川左岸（大阪北東下水汚泥広域処理場）：１市＋１流域（流域関連２市） H18年4月1日廃止

寝屋川流泥              ：２市＋１流域（流域関連９市）

渚水みらいセンター

南部水みらいセンター

中部水みらいセンター

北部水みらいセンター

平成18年4月
1日をもって流
泥から流域に
移管

鴻池水みらいセンター

南大阪湾岸（大阪南下水汚泥広域処理場）：２市＋３流域（流域関連９市４町）



③ 維持管理費

地域 区分 維持管理費(千円) 備考

寝屋川流泥 寝屋川北部流域下水道 流域に含む

南大阪湾岸 南大阪湾岸北部流域下水道 924,062 内、府費 0

南大阪湾岸中部流域下水道 362,430 内、府費 0

南大阪湾岸南部流域下水道 88,359 内、府費 22,090

小計 1,374,851

公共下水道 873,475

計 2,248,326

合計 2,248,326 内、府費 22,090



大阪府（流域下水道管理者・流泥事業主体）

一般会計繰

入
（負担金）

流域下水汚泥処理事業（維持管理）の形態

公共下水道管理者市町

維 持 管 理

主要設備費

（汚泥濃縮、脱水、溶融・焼却、電気、送泥設備）

・寝屋川北部流泥（鴻池水みらいセンター）

・南大阪湾岸（大阪南下水汚泥広域処理場及び送泥施設）

事務委託
（自治法§252の14）

受託金



④ 施設の概要

ＲＣ矩形タンク 有効容量       450  ｍ
3
／池

大阪南 受泥施設 高分子ｹｰｷﾋﾟｯﾄ        1,000  ｍ
3
／池

ｸﾚｰﾝ設備 ﾊﾞｹｯﾄ容量      1.1  ｔ／基

濃縮汚泥ﾋﾟｯﾄ  有効容量   100  ｍ
3
／池

遠心濃縮機        100 ｍ
3
／時／台

ベルト型ろ過濃縮機 120 ｍ3／時／台

遠心脱水機      30 ｍ
3
／時／台

スクリュープレス脱水機 21.75 ｍ
3
／時／台

スクリュープレス脱水機 30 ｍ
3
／時／台

乾燥施設 蒸気間接乾燥機   伝熱面積    200 ｍ
2

溶融施設 表面溶融炉 35 DS t／日／基

流動床炉 35 DS t／日／基

焼却施設 流動床炉 40 DS t／日／基

竪型スクラバー（３号炉）     330 Nｍ
3
／分／基

            排ｶﾞｽﾌｧﾝ 370 ｍ
3
／分／基

竪型スクラバー（４号炉） 387 Nｍ
3
／分／基

            排ｶﾞｽﾌｧﾝ 387 ｍ
3
／分／基

竪型スクラバー（５号炉） 394 Nｍ
3
／分／基

            排ｶﾞｽﾌｧﾝ 394 ｍ
3
／分／基

最初沈殿池    水面積負荷 35 ｍ
3
／ｍ

2
／日

大阪南 生物反応槽    BOD-SS負荷 0.2 kgBOD／kgSS･日    

最終沈殿池    水面積負荷 20 ｍ
3
／ｍ

2
／日

ろ過設備（上向流式ろ過池）

          ろ過速度 200 ｍ
3
／日

          ろ過面積 16.8 ｍ
2
／池

特別高圧受電    受電電圧 22 KV

                   Ｔr 容量 5,000 KVA

6,000 KVA

生物脱臭＋活性炭

  （溶融炉、ｹｰｷ貯留棟、脱水設備）

生物脱臭 350 ｍ
3
／分

活性炭 150 ｍ
3
／分

活性炭 125 ｍ
3
／分

生物脱臭＋活性炭 70 ｍ
3
／分

  （濃縮設備）

非常用発電設備

脱水施設

３ 台

1,250 KVA

６池

６池

排煙処理施設

１ 基

排水処理施設

１ 基

１ 基

再利用施設

１ 基

２基

３基

２ 池

３ 池

１ 基

４池

２基

１ 基

ガスタービン機関               

４ 基

脱臭施設

２ 池

２ 基

２基

濃縮施設

３ 台

２ 台

１ 台

１ 台

３池

１基

受変電施設

１式



（２）ポンプ施設

ポンプ 1.70 ｍ
3
／分×3台

ポンプ 1.70 ｍ
3
／分×3台

ポンプ 0.85 ｍ
3
／分×3台

ポンプ 1.15 ｍ
3
／分×3台

ポンプ 0.55 ｍ
3
／分×3台

ポンプ 0.55 ｍ
3
／分×4台

ポンプ 1.10 ｍ
3
／分×2台

（注）北部水みらいセンターの汚泥は、現在、同センターの濃縮汚泥引抜ポンプより受泥している。

（３）送泥管

終  点

忠岡町新浜三丁目地内

（汐見ポンプ場） （広域処理場）

泉大津市汐見町地内

（高石ポンプ場） （汐見ポンプ場）

高石市高師浜丁地内

（泉北下水処理場） （高石ポンプ場）

高石市高師浜丁地内

（石津下水処理場） （高石ポンプ場）

堺市西区石津西町地内

 (三宝下水処理場) （石津下水処理場）

忠岡町新浜三丁目地内

 (磯ﾉ上下水処理場) （広域処理場）

岸和田市磯上町三丁目地内

（中部水みらいセンター）  (磯ﾉ上下水処理場)

忠岡町新浜三丁目地内

（北部水みらいセンター） （広域処理場）

合 計

忠岡町新浜三丁目地内
（北部水みらいセンター）

北部水みらいセンター
(水処理）

堺市西区石津西町地内
（石津下水処理場）

石津送泥ポンプ場

汐見送泥ポンプ場

ポンプ  1.7 ｍ
3
／分×2台

構造 ・ 能力

磯ノ上送泥ポンプ場

泉北送泥ポンプ場

堺市堺区松屋大和川通四丁目地内
（三宝下水処理場）

岸和田市磯上町三丁目地内
（磯ノ上下水処理場）

名 称
起  点 延 長

φ 200 mm

泉大津市汐見町地内

高石市高師浜丁地内

堺市中区八田西町地内

堺市西区石津西町地内
石津送泥管

L=5,768 m

泉北送泥管
L=8,215 m

高石送泥管
L=4,222 m

汐見送泥管
L=2,274 m

北部送泥管
L=  157 m

中部送泥管
L=7,058 m

岸和田市磯上町三丁目地内

貝塚市脇浜及び港地内

忠岡町新浜三丁目地内

堺市堺区松屋大和川通四丁目地内

L=37,415 m

磯ノ上送泥管
L=2,924 m

三宝送泥管
L=6,797 m

φ 200 mm

φ 200 mm

φ 150 mm

ポンプ  1.4 ｍ
3
／分×2台

ポンプ  0.7 ｍ
3
／分×1台

φ 300 mm

φ 200 mm

φ 350 mm

       位        置    規    模

内 径

φ 350 mm

高石市高師浜丁地内
（高石ポンプ場）

堺市中区八田西町地内
（泉北下水処理場）

三宝送泥ポンプ場

名  称

高石送泥ポンプ場

貝塚市二色南町地内
（中部水みらいセンター）

中部送泥ポンプ場

位   置

泉大津市汐見町地内
(汐見ポンプ場）



⑤処理場別管理状況一覧

（1）大阪南下水汚泥広域処理場

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

140,000

160,000

180,000

200,000

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

湾岸北部 湾岸中部 堺市泉北

堺市石津 堺市三宝 泉北環境高石

岸和田市磯ﾉ上 平成29年度 平成28年度

受入生汚泥量（ｍ3）

0

100

200

300

400

500

600

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

平成29年度 平成28年度 平成27年度

受入脱水ケーキ量(t)



0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

4

月

5

月

6

月

7

月

8

月

9

月

10

月

11

月

12

月

1

月

2

月

3

月

濃縮供給汚泥量

平成29年度 平成28年度 平成27年度

（ｍ3）

0.0

10,000.0

20,000.0

30,000.0

40,000.0

50,000.0

60,000.0

70,000.0

4

月

5

月

6

月

7

月

8

月

9

月

10

月

11

月

12

月

1

月

2

月

3

月

脱水供給汚泥量

平成29年度 平成28年度 平成27年度

（ｍ3）

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

4

月

5

月

6

月

7

月

8

月

9

月

10

月

11

月

12

月

1

月

2

月

3

月

溶融・焼却投入汚泥量（ＤＳ－ｔ）

平成29年度 平成28年度 平成27年度

（ｔ）



処理（濃縮・脱水・溶融）汚泥量（大阪南下水汚泥広域処理場）

濃縮機投 脱水機投 溶    融  （t）

入汚泥量 入汚泥量 乾燥機投入 炉 投 入

（ｍ
3
） （ｍ

3
） ケーキ量 Ｄ Ｓ 量 １系 ２系 ３系 ４系 5系

平成２９年４月 199,100 49,444.4 803.49 158.62 0 0 6 9,795.56 2,055.15 25 30

     ５月 198,803 50,481.5 2,891.51 579.25 0 0 18 8,243.19 1,702.71 30 19

     ６月 189,255 50,553.3 0 0 0 10,631.00 2,214.23 30 30

     ７月 190,033 50,235.2 0 0 0 9,315.27 1,939.24 29 30

     ８月 188,594 43,715.1 3,673.24 757.62 0 0 23 7,346.42 1,529.36 9 31

     ９月 171,336 41,285.1 3,194.92 587.42 0 0 24 4,704.27 985.21 0 27

    １０月 167,584 41,219.7 3,562.48 736.05 0 0 22 6,005.08 1,225.28 0 31

    １１月 173,594 49,744.9 1,285.24 250.53 0 0 8 9,634.53 1,962.66 28 30

    １２月 202,627 59,922.0 1,474.35 211.14 0 0 8 9,956.75 1,956.39 30 29

  ３０年１月 202,161 59,857.3 3,220.21 630.60 0 0 22 10,720.77 2,150.57 31 31

     ２月 186,566 53,425.5 4,749.72 900.67 0 0 28 4,510.04 887.17 28 1

     ３月 169,981 56,370.5 1,782.49 347.58 0 0 13 10,381.85 2,033.74 31 28

合 計 2,239,634 606,254.5 26,637.7 5,159.48 0 0 172 101,244.73 20,641.71 271 317

（注） ・濃縮設備投入汚泥平均濃度  1.09％。

    ・脱水設備投入汚泥平均濃度  3.9％。

    ・脱水ケーキ平均含水率   78.67％。

焼    却  (t)

稼 働 日 数 (日) 炉 投 入
ケーキ量

炉 投 入
Ｄ Ｓ 量

稼働日数



溶融スラグ量（大阪南下水汚泥広域処理場）

単位：ｔ

水冷 空冷 水冷+空冷 備考

年月 生産量（ｔ） 利用量（ｔ） 在庫量（ｔ） 生産量（ｔ） 利用量（ｔ） 在庫量（ｔ） 生産量（ｔ） 利用量（ｔ） 在庫量（ｔ）

29年3月末在庫 - - 8,008.83 - - - - - 8008.83

２９年 ４月 64.30 0.00 64.30 64.30 0.00 64.30

５月 119.09 35.43 147.96 119.09 35.43 147.96 ｽﾗｸﾞ投入

６月 0.00 0.00 147.96 0.00 0.00 147.96

７月 0.00 0.00 147.96 0.00 0.00 147.96

８月 154.88 0.00 302.84 154.88 0.00 302.84

９月 114.27 34.53 382.58 114.27 34.53 382.58 ｽﾗｸﾞ投入

１０月 169.87 0.00 552.45 169.87 0.00 552.45

１１月 49.10 0.00 601.55 49.10 0.00 601.55

１２月 56.48 32.55 625.48 56.48 32.55 625.48 ｽﾗｸﾞ投入

３０年 １月 118.38 0.00 743.86 118.38 0.00 743.86

２月 142.05 0.02 885.89 142.05 0.02 885.89

３月 91.82 40.21 937.50 91.82 40.21 937.50 ｽﾗｸﾞ投入

合計 1080.24 142.74 8,946.33 0.00 0.00 0.00 1080.24 142.74 8,946.33

SRﾚｼﾞﾝﾓﾙﾀﾙ
工法用充填材

検討



⑥汚泥試験成績
  大阪南下水汚泥広域処理場

脱水ケーキ 湾岸南部ケーキ

平成29年10月13日 平成29年8月2日

含水率 ％ 79.4 75.1

強熱減量 ％ 82.4 86.5

発熱量 kj/kg 18,100 18,600

水銀又はその化合物 mg/DSkg 0.33 0.11

含 カドミウム又はその化合物 mg/DSkg <0.05 <0.05

鉛又はその化合物 mg/DSkg 11 6.2

砒素又はその化合物 ㎎/kg <0.05 2.1

有 PCB mg/DSkg <0.01 <0.01

セレン又はその化合物 mg/DSkg 0.33 0.3

全硫黄 W/W dry% - -

量 クロム及びその化合物 mg/DSkg - -

銅及びその化合物 mg/DSkg - -

亜鉛及びその化合物 mg/DSkg - -

分 鉄及びその化合物 mg/DSkg - -

マンガン及びその化合物 mg/DSkg - -

析 ニッケル及びその化合物 mg/DSkg - -

全リン W/W dry% - -

全窒素 W/W dry% - -

Al２O３ W/W dry% 2.1 1.8

灰 CaO W/W dry% 1.1 0.9

Cr２O３ W/W dry% - -

分 MgO W/W dry% 0.48 0.51

MnO2 W/W dry% - -

分 P２O５ W/W dry% 3.9 3.7

K2O W/W dry% 0.33 0.30

析 SiO２ W/W dry% 2.8 2.0

Fe２O３ W/W dry% 2.0 0.32

項     目 単位



（２）焼却灰

  大阪南下水汚泥広域処理場

4系焼却灰（キレート処理後） 5系焼却灰（キレート処理後）

平成29年12月11日 平成29年10月13日

含水率 ％ 21.9 24.7

水銀又はその化合物 mg/DSkg 0.11 0.06

カドミウム又はその化合物 mg/DSkg 3 3

鉛又はその化合物 mg/DSkg 75 43

砒素又はその化合物 mg/DSkg 12 14

PCB mg/DSkg <0.01 <0.01

セレン又はその化合物 mg/DSkg - -

クロム及びその化合物 mg/DSkg - -

銅及びその化合物 mg/DSkg - -

亜鉛及びその化合物 mg/DSkg - -

マンガン及びその化合物 mg/DSkg - -

ニッケル及びその化合物 mg/DSkg - -

ダイオキシン類 ng-TEQ/DSg 0.000000072 0.00000005

アルキル水銀化合物 mg/L <0.0005 <0.0005

水銀又はその化合物 mg/L <0.0005 <0.0005

カドミウム又はその化合物 mg/L <0.001 <0.001

鉛又はその化合物 mg/L <0.01 <0.01

有機リン化合物 mg/L <0.1 <0.1

六価クロム化合物 mg/L <0.04 <0.04

砒素又はその化合物 mg/L 0.006 0.006

シアン化合物 mg/L <0.05 <0.05

PCB mg/L <0.0005 <0.0005

トリクロロエチレン mg/L <0.0005 <0.0005

テトラクロロエチレン mg/L <0.0005 <0.0005

ジクロロメタン mg/L <0.001 <0.001

四塩化炭素 mg/L <0.0005 <0.0005

1,2-ジクロロエタン mg/L <0.001 <0.001

1,1-ジクロロエチレン mg/L <0.0005 <0.0005

シス-1,2-ジクロロエチレン mg/L <0.0005 <0.0005

1,1,1-トリクロロエタン mg/L <0.0005 <0.0005

1,1,2-トリクロロエタン mg/L <0.001 <0.001

1,3-ジクロロプロペン mg/L <0.001 <0.001

ベンゼン mg/L <0.0005 <0.0005

チウラム mg/L <0.0006

シマジン mg/L <0.0005

チオベンカルブ mg/L <0.0003

セレン又はその化合物 mg/L 0.057 0.031

1,4-ジオキサン mg/L <0.05 <0.05

項     目 単位

含
 
有
 
量
 
試
 
験

溶
 
出
 
試
 
験



  大阪南下水汚泥広域処理場
3系スラグ 3系混合スラグ

平成29年10月13日
水銀又はその化合物 mg/DSkg <0.15

含 カドミウム又はその化合物 mg/DSkg <1.5
鉛又はその化合物 mg/DSkg <1.5
六価クロム化合物 mg/DSkg <2.5

有 砒素又はその化合物 mg/DSkg <1.5
シアン化合物 mg/DSkg -
PCB mg/DSkg -
全硫黄 W/W dry% -
セレン又はその化合物 mg/DSkg <1.5

量 クロム及びその化合物 mg/DSkg -
銅及びその化合物 mg/DSkg -
亜鉛及びその化合物 mg/DSkg -
鉄及びその化合物 mg/DSkg -

分 マンガン及びその化合物 mg/DSkg -
ふっ素及びその化合物 mg/DSkg 78
ほう素及びその化合物 mg/DSkg 120
全リン W/W dry% -

析 珪素 mg/DSkg -
ダイオキシン類 ng-TEQ/DSg 0.00000003
アルキル水銀化合物 mg/L -
水銀又はその化合物 mg/L 0.0005
カドミウム又はその化合物 mg/L 0.001
鉛又はその化合物 mg/L 0.01

溶 有機リン化合物 mg/L -
 六価クロム化合物 mg/L -
砒素又はその化合物 mg/L 0.001
シアン化合物 mg/L -

出 PCB mg/L -
トリクロロエチレン mg/L -
テトラクロロエチレン mg/L -
ジクロロメタン mg/L -

分 四塩化炭素 mg/L -
1,2-ジクロロエタン mg/L -
1,1-ジクロロエチレン mg/L -
シス-1,2-ジクロロエチレン mg/L -

析 1,1,1-トリクロロエタン mg/L -
1,1,2-トリクロロエタン mg/L -
1,3-ジクロロプロペン mg/L -
ベンゼン mg/L -
チウラム mg/L -
シマジン mg/L -
チオベンカルブ mg/L -
セレン又はその化合物 mg/L 0.001
銅及びその化合物 mg/L -
亜鉛及びその化合物 mg/L -
鉄及びその化合物 mg/L -
ふっ素及びその化合物 <0.08
ほう素及びその化合物 mg/L 0.1
1,4-ジオキサン mg/L -

項     目 単位



⑦  排ガス測定結果
（１）環境基準

  １） 硫黄酸化物
    ・特別排出基準のＫ値は 1.17

       ｑ＝Ｋ × ０．００１ × Ｈ
２

        ｑ ：硫黄酸化物許容排出量（Ｎｍ
３
／ｈ）

        Ｈ ：有効煙突高さ（ｍ）

    ・特別総量規制基準（枚方地域）

       Ｑ＝3.0Ｗ 
0.85
＋0.3×3.0｛（Ｗ＋Ｗi）

0.85
－Ｗ 

0.85 
｝

       この式においてＱ、Ｗ及びＷiは、それぞれ次の値を表すものとする。
     Ｑ ：硫黄酸化物の量（単位＝温度０℃、圧力１気圧
        の状態に換算した立方メートル毎時）
     Ｗ ：特定工場に設置されている全ての硫黄酸化物に
        係るばい煙発生施設において使用される原料及
        び燃料の量 （Ｗiを除く）（単位＝重油の量に
        換算したキロリットル毎時）
     Ｗi ：特定工場等に昭和52年10月1日以降に設置さ
        れた全ての硫黄酸化物に係るばい煙発生施設に
        おいて使用される原料及び燃料の量（単位＝重
        油の量に換算したキロリットル毎時）

  ２） 窒素酸化物
    ・一般排出基準 40,000 Nm3 ／時未満 ： 250 ppm  基準残存酸素 12 ％
    ・総量規制基準

       Ｑ＝ 0.6 ｛Σ（Ｃ・Ｖ）＋Σ（Ｃi・Ｖi）｝
0.95

        Ｑ  ：許容窒素酸化物量（Ｎm3／時）
        Ｃ  ：施設係数 7.0
        Ｃi ：施設係数 7.0
        Ｖ ：昭和57年11月1日より前の施設に係る排
           ガス量（単位は万Ｎm3／時）
        Ｖi ：昭和57年11月1日以後に設置される施設
           に係る排ガス量（単位は万Ｎm3／時）

  ３） ばいじん
処理能力(kg/時) H10.7.1以降設置 H10.6.30以前設置

4000以上 0.04 0.08
2000～4000 0.08 0.15
2000未満 0.15 0.25

(On=12% , g/Nm3)

  ４） 有害物質
   ・塩化水素  700 mg／Nm3

   ※ 大阪府生活環境の保全等に関する条例に基づき、
    カドミウム及びその化合物、鉛及びその化合物
    等23項目について規制基準が定められている。



大阪南下水汚泥広域処理場

平成29年5月12日 平成29年11月27日 平成29年5月11日 平成30年2月7日 平成29年7月18日 平成30年1月18日 平成29年7月19日 平成29年12月21日

湿り m3N/h 4860 3460 4240 5430 22500 28100 31600 35400

乾き m3N/h 4540 3320 4040 5360 21800 27100 30100 33400

℃ 37 30 168 179 142 134 198 185

vol% 6.6 4.0 4.7 1.3 3.4 3.7 4.7 5.6

vol% 10.8 10.1 2.6 3.2 4.8 4.8 4.5 4.9

vol% 7.6 8.9 15.6 16.6 15.1 14.4 15.3 15.1

vol% <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1

vol% 81.6 81.0 81.8 80.2 80.1 80.8 80.2 80

g/m3N 0.005 0.004 <0.007 <0.008 <0.003 <0.003 <0.004 <0.004

volppm 0.00318 <0.002 <0.002 <0.003 <0.01 <0.02 <0.02 <0.02

volppm 110 91 110 79 <16 <15 <15 <16

mg/m3N <0.1 <0.1 - - <0.1 <0.1 <0.1 <0.1

mg/m3N 0.011 0.012 - - <0.005 <0.005 <0.005 <0.005

mg/m3N <0.5 <0.4 - - <3 <3 <3 <4

mg/m3N <0.01 <0.01 - - <0.01 <0.01 <0.01 <0.01

mg/m3N <0.3 <0.3 - - <0.2 <0.2 <0.2 <0.2

mg/m3N <0.01 0.02 - - <0.01 <0.01 <0.01 <0.01

mg/m3N 0.03 0.02 - - <0.01 <0.01 <0.01 <0.01

mg/m3N 0.04 0.02 - - <0.01 <0.01 <0.01 <0.01

○ ○ - - ○ ○ ○ ○

mg/m3N <0.01 <0.01 - - <0.01 <0.01 <0.01 <0.01

○ ○ - - ○ ○ ○ ○

mg/m3N <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01

mg/m3N <0.01 0.03 <0.01 <0.01 0.04 0.01

mg/m3N <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01

○ ○ - - ○ ○ ○ ○

ngTEQ/m3N 0.00000044 - - - 0.0000046 - 0.0000021 -

項     目 単位
3号溶融炉煙突出口

排
出
ガ
ス
組
成

二酸化炭素

酸素

一酸化炭素

窒素

4号焼却炉煙突出口 5号焼却炉煙突出口

排出ガス量

排出ガス温度

水分量

3号加熱炉煙突出口

ニッケル

ばいじん

硫黄酸化物

窒素酸化物

塩化水素

アンチモン

塩素

カドミウム

臭素

水銀

銅

鉛

ダイオキシン類

  ばいじん・窒素酸化物・塩化水素は、O2換算値（溶融炉、焼却炉は12％換算、加熱炉は4％換算）である。

  ニッケル・砒素・六価クロムは、施設構造による基準である。5号焼却炉ダイオキシン類はH27.10.8の測定値

バナジウム

砒素

ベリリウム

ホルムアルデヒド

マンガン

六価クロム



１4．水みらいセンター等所在地 
平成３０年３月末現在 

 

名   称 

 

〒 

 

所 在 地 

 

ＴＥＬ 

 

備 考 

大阪府都市整備部下水道室 540-8570 大阪市中央区大手前二丁目 06-6941-0351  

大阪府北部流域下水道事務所 567-0041 茨木市下穂積一丁目180 072-620-6671  

大阪府東部流域下水道事務所 577-0063 東大阪市川俣二丁目1-1 06-6784-3721 川俣ＭＣ内 

萱島工区 572-0045 寝屋川市東神田町37-1 072-839-5975  

大阪府南部流域下水道事務所 597-0095 貝塚市港25番地 072-438-7406  

大和川工区 580-0034 松原市天美西七丁目265番地-1 072-336-0231 今池ＭＣ内 

豊中市猪名川流域下水道事務所 561-0806 豊中市原田西町1-1 06-6841-1100 原田ＭＣ内 

原田水みらいセンター  （猪名川) 561-0806 豊中市原田西町1-1 06-6841-1100  

中央水みらいセンター  （安威川) 567-0853 茨木市宮島三丁目1-1 072-633-5031  

高槻水みらいセンター  （淀川右岸) 569-0044 高槻市番田二丁目1-1 072-671-1381  

渚水みらいセンター    （淀川左岸) 573-1147 枚方市渚内野四丁目10-1 072-855-0600  

鴻池水みらいセンター  （寝屋川北部) 578-0978 東大阪市北鴻池町1-18 06-6911-9595  

   なわて水みらいセンター（   〃   ) 575-0001 四條畷市砂四丁目1-13 072-878-1366  

川俣水みらいセンター  （寝屋川南部) 577-0063 東大阪市川俣二丁目1-1 06-6789-0201  

   竜華水みらいセンター  （   〃   ) 581-0069 八尾市龍華町二丁目2-55 072-923-3651  

今池水みらいセンター （大和川下流西部） 580-0034 松原市天美西七丁目265番地-1 072-336-7655  

大井水みらいセンター （大和川下流東部） 583-0009 藤井寺市西大井一丁目407-1 072-938-5816  

狭山水みらいセンター （大和川下流南部） 589-0004 大阪狭山市東池尻六丁目1647 072-365-2490  

北部水みらいセンター （南大阪湾岸北部） 595-0814 泉北郡忠岡町新浜三丁目1-1 072-423-2255  

中部水みらいセンター （南大阪湾岸中部） 597-0094 貝塚市二色南町6-1 072-437-4848  

南部水みらいセンター （南大阪湾岸南部） 597-0535 泉南市りんくう南浜1番 072-485-3444  

 

 

 



 

   

名   称 

 

〒 

 

所 在 地 

 

ＴＥＬ 

 

備 考 

 空港内雨水貯留施設 （猪名川) 560-0036 豊中市蛍池西町三丁目 06-6331-0017  

岸部ポンプ場    （ 〃 ) 564-0012 吹田市南正雀三丁目5-1 06-6382-6773  

味舌ポンプ場    （ 〃 ) 566-0023 摂津市正雀四丁目15-10 06-6381-6775  

穂積ポンプ場    （安威川) 567-0041 茨木市下穂積一丁目180 072-625-9774  

摂津ポンプ場    （ 〃 ) 566-0052 摂津市鳥飼本町二丁目13-31 072-654-2196  

前島ポンプ場    （淀川右岸） 569-0021 高槻市前島四丁目30-1 072-669-3906  

安威川左岸ポンプ場 （  〃  ） 564-0012 吹田市南正雀二丁目50番1号 06-6317-1112  

石津中継ポンプ場    （淀川左岸) 572-0026 寝屋川市石津中町29-1 072-839-8668  

菊水ポンプ場        （   〃   ） 570-0032 守口市菊水通一丁目2-4 06-6997-3688  

太平ポンプ場        （寝屋川北部) 572-0818 寝屋川市讚良西町7番21号 072-822-2561  

氷野ポンプ場        （   〃    ) 574-0061 大東市大東町2-1 072-871-0444  

桑才ポンプ場        （   〃   ) 571-0034 門真市東田町15-1 06-6909-0579  

茨田ポンプ場        （   〃   ) 538-0051 大阪市鶴見区諸口五丁目2-27 06-6913-1480  

深野北ポンプ場      （   〃   ) 574-0071 大東市深野北二丁目171-4 072-873-3221  

枚方中継ポンプ場    （   〃   ) 573-0094 枚方市南中振二丁目435-3 072-831-4694  

萱島ポンプ場        （   〃   ) 572-0045 寝屋川市東神田町193-1 072-827-4282  

寝屋川中継ポンプ場  （   〃   ) 572-0071 寝屋川市豊里町38-2 072-826-0654  

小阪ポンプ場      （寝屋川南部) 578-0944 東大阪市若江西新町一丁目11-21 06-6724-0075  

川俣ポンプ場        （    〃  ) 577-0063 東大阪市川俣三丁目4-37 06-6785-0602  

新家ポンプ場        （   〃   ) 581-0811 八尾市新家町一丁目97 072-997-5948  

長吉ポンプ場        （   〃   ) 581-0054 八尾市南亀井町三丁目1-56 072-993-6890  

寺島ポンプ場        （   〃   ) 578-0976 東大阪市西鴻池町四丁目2-20 06-6746-0737  

小阪合ポンプ場      （   〃   ） 581-0019 八尾市南小阪合町一丁目2-7 072-924-6695  

新池島ポンプ場      （   〃   ) 579-8065 東大阪市新池島町四丁目3-35 072-986-8733  

深野ポンプ場        （   〃   ) 574-0023 大東市南新田一丁目4-8 072-869-3007  

植付ポンプ場        （   〃   ) 579-8014 東大阪市中石切町七丁目2-18 072-980-1040  

川面中継ポンプ場   （大和川下流東部)  584-0014  富田林市川面町二丁目5-29 0721-25-9424  

小吹台中継ポンプ場 （     〃     ）  585-0053  千早赤阪村大字小吹68-808 0721-72-7181  

錦郡中継ポンプ場   （大和川下流南部)  584-0069  富田林市錦織東三丁目10-5 0721-26-3572  

長野中継ポンプ場   （     〃     ）  586-0033  河内長野市喜多町7番地の2 0721-63-8425  

和泉中継ポンプ場   （南大阪湾岸北部）  594-1112  和泉市三林町1066 北部MCへ連絡  

汐見送泥ポンプ場   （南大阪湾岸流域下水汚泥）  595-0054  泉大津市汐見町 98-4 〃  

高石送泥ポンプ場   （      〃      ）  592-0004  高石市高師浜丁 11 〃  

泉北送泥ポンプ場   （      〃      ）  599-8265  堺市中区八田西町 1-2-1 〃  

石津送泥ポンプ場   （      〃      ）  592-8332  堺市西区石津西町 22 〃  

三宝送泥ポンプ場   （      〃      ）  590-0902  堺市堺区松屋大和川通 4-157 〃  

磯ノ上送泥ポンプ場 （      〃      ）  596-0001  岸和田市磯上町 3-4-1 〃  

中部送泥ポンプ場   （      〃      ）  597-0094  貝塚市二色南町 6-3 〃  

淡輪中継ポンプ場   （南大阪湾岸南部）  599-0301 泉南郡岬町淡輪4328-1 南部MCへ連絡  

深日中継ポンプ場   （     〃     ） 599-0303 泉南郡岬町深日773-20 南部MCへ連絡  

 


